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海洋堆積物 365m 鉛直プロ ファイル はアーキア とその 生息域 の相 関を解 く手掛か りとなるか
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ア
ー

キアはある特徴的なイベ ン トが生 じて い る環境の み で はなく、バ クテ リァ と同様 に 様 々 な環境 に一
定 の割合 で存在する

こ とが知られ て い る。しか しながら、そ の 生 理 ・生態と生態系を取 り巻く環境 との 関連性 に は不 明な点も多く、幅広い 環境か

らの 生 態系研究が重要 である。我 々 は 2006年に掘削 に よ り得 られた鉛 直 365m に 及ぶ海洋 堆積物を研究対象として おり、
一部の 層序に おい て 硫酸還元や メタン 酸化が生 じて い ることは観察され て い るが、それ以外の層序に おい て は 特段明確な

地球化学的なイベ ン トは観察されて い ない 。 その
一

方で ア
ー

キア は堆積物鉛 直プロ ファ イル の至る所から検出されて いる。

そこで検出されたア
ーキアの 存在とそこで の 物質変遷 （代謝活動）の 相関関係を考 えるべ く、small　subunit 　rRNA 遺伝子か

ら得られたア
ー

キア 多様性解析に物理化学的データを加味して考察を行 っ た 。

その 結果、ゲ ノム DNA 抽出量の相違 は存在する細胞数に、そしてその 細胞数の 変化は堆積物に存在する間隙の性質 に

依存する傾向が見出されるこ と、当該環 境における CrenarchaeQta と Euryarchae。taの 存在比は堆積物の 地 質学的性 質 に

依存する傾向があるこ と、 その 構成種は鉛直深度 により変遷 が見出せるこ とが示唆された 。 またそれら構成種内 に お い て

も深度ごとに検出される OTU に相違があるこ とが 系統解析 か ら見 出され た 。現在は 統計学的な解析を進 めて い るの で 、本

大会 で はその 結果も併 せ て 報告する。
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Polyphasic　taxonomy 　of 　novel 　species 　in　the αヨ〃珈 召ρノリ teob∂σ亡θ舶 and 月
「
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from　the 　Yellow　Sea
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The 　Yellow　 Sea　is　 an 　 organic
−
rich 　 regiona 【 sea 　that　ls　 characterlzed 　 as 　 well

−developed　 intertida｝ mudflats ．　Amorlg

numerous 　bacterial　 isolates　 maintained 　 at 　lnha　MiGrobe　Culture　Collection，　several 　isolates　 showing 　less　than　 97％ 16S

rRNA 　 gene　 sequence 　 simllarity 　to　 validly 　published 　 species 　 and 　 distinct　phylogerletic　 relatedness 　 were 　 chosen 　 as

candidate 　novel 　taxa．　These 　candidate 　novel 　species 　were 　characterlzed 　using 　polyphasic　taxonomic　approaches 　including

molecular 　analyses ，　morphological 　characterization ，　and 　analyses 　of 　physiological 　and 　chemotaxonomic 　properties．　All　the

bacterial　strains 　used 　in　this　 study 　have　been　isolated　from　diverse　marine 　environments 　of　the　Yellow　Sea ，　such 　 as

seawater ，　tidal　flat　sediments 　and 　a　 marine 　polychaete　Pe！ise〃 u ／a ’euco ρhη 仰 a 　Based　on　polyphasic　taxonomy ，　all　the

strains　were 　proved　to　be　novel 　taxa 　in　the 　G∂加 〃 7aρ ro 亡θ o わヨ亡θ〃∂ or 　F／a レobac 亡θ〃lace∂e．　Six　novel 　species 　classified 　h　this

study 　are 　as　the　followirlgs： four　species 　in　the （？ammap ！o 亡θ oわ∂ cterl ：∂ （乙ltolco／a 〃 7∂！ina　sp．　nov ，，　Reinekθ a θθ 5 亡u ∂〃 sp ．

nov ．，3∂och ∂rosp 〃7乃rum ∂estu ∂〃 ノsp ．　 nov ．，（？rimo 〃 tia 〃 7∂跏 ∂ sp ．　 nov ，）； two 　species 　in　 the　Elavobactθ riace ∂ θ （κbπ 蹴∂

ρ eriserru ／ae 　sp．　nov ．，乙〃オめヨo亡θ厂 fiaレrus
　sp 　nov ．）．
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